
PD045 教心第 56 回総会（2014） 

 

自己肯定感尺度の検討（３） 
－自己肯定感尺度 ver.2 の説明変数を探る－ 

 

 

 

田中道弘（埼玉学園大学） 

 

 

【研究の目的】近年さまざまな自己肯定感尺度が

開発されてきた（田中，2011）。しかし，どの自己

肯定尺度がより精神的健康を測定するために有効

であるかなどの検討はなされていない。そこで，

既存の自己肯定感尺度の中から，より有効な自己

肯定感尺度を検討することにした。本研究では，

これまでの分析結果を踏まえ（田中,2012，2013），

自己肯定感尺度 ver.2 を他尺度がどの程度説明し

うるのかを明らかにすることを目的とする。 

【方法】調査時期 2011 年 7 月中旬から 11 月上旬

（調査１），2012 年 7 月下旬から 2012 年 10 月下

旬（調査２）。調査協力者：埼玉県内の A 私立大

学の学生，茨城県内の B，C，D 専門学校の学生

の合計 428 名（男性 165 名，女性 263 名）。年齢：

18～31 歳（平均年齢 男性 19.7 歳 女性 19.5 歳）。

質問票の構成：自己肯定意識尺度（平石，1990）

の 19 項目（5 段階評定）。下位尺度は，自己受容，

自己実現的態度，充実感。自己肯定感尺度 ver.2

（田中，2005）の 8 項目（4 段階評定），久芳・齊

藤・小林（2007）版の 8 項目（4 段階評定）。樋口・

松浦（2002）版による 20 項目（5 段階評定）。自

律，自信，信頼，過去受容の下位尺度から構成さ

れる。その他の項目として，調査１では，時間的

展望体験尺度（白井，1994），ベック抑うつ性尺度

（BDI-1）邦訳版（林，1988），調査 2 では，間人

度尺度（柿本，1995）も合わせて調査を行ったが

本研究での分析は割愛した。 

【結果】田中版の自己肯定感尺度 ver.2 と各自己

肯定感尺度との相関を（table1）に示した。その

結果，田中版自己肯定感尺度が，他の自己肯定感

と比べ概ね高い相関を示した。そこで，田中版自

己肯定感尺度を従属変数として，ステップワイズ

法により重回帰分析を行ったところ（table2），平

石の自己実現下位尺度，樋口・松浦の自信下位尺

度が除外された。 

【考察】自己肯定感尺度 ver.2 の得点を予測する

ために，ステップワイズ法による重回帰分析を行

った。その結果，久芳ら版の自己肯定感，平石版

の自己肯定意識尺度のうち，自己受容および充実

感下位尺度，樋口ら版の自律，信頼，過去受容が

予測に有意で，この 6 つの変数により，自己肯定

感尺度ver.2全体の60％を説明していることが分

かった。その一方で，精神的健康を測定するとさ

れる自己肯定感尺度でも，下位尺度の中には十分

説明しないものも含まれていることが示唆された。 
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